
(1) 昭和44年4月15日

面

村のようす
(44. 3月1日現在）

世帯数 1,432戸
人口 7,583人
男 3,669人
女 3,914人
稽 46.62属

第 41

網集と発行

福島県石川郡玉川村役場

大越力夫
でんわ川辺 1• 39• 124 

印刷所

須賀川市加治町69
有限会社円谷印 刷

・川第一小第1
玉川第一小学校新築工事第 1期分が完成しました。

本工事は、郡山市大木戸建設株式会社が請負(£体工

事 3,160万円、給排水電気暖房工事 526万円）昭和43

年9月3日起工、昭和44年3月31日竣工した。

校舎は鉄筋コソクリート 3階で普通教室6、特別教

室3、その他で総面積 1,118平方米で、第2期工屯も

本年度消エ、年度末までには完成の予定です。
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し
ま
し
よ
う
。
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業
の
確
立
に
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一
、
毎
月
十
五
日
（
午
後
）
若
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農
業
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の
皿
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国
土
調
査
は
昭
和
二
十

六
年
六
月
一
日
法
律
第
一

八

0
号
を
以
っ
て
成
立
さ

れ
、
国
土
の
開
発
及
び
保

全
並
び
に
そ
の
利
用
の
高

度
化
に
資
す
る
と
と
も
に

あ
わ
せ
て
地
籍
の
明
確
化

を
図
る
た
め
、
国
土
の
実

態
を
科
学
的
且
つ
総
合
的

に
調
査
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
村
に
お
い
て
心
国

44
年
度
国
土
調
査
事
業

地
籍
調
査
に
つ
い
て
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昭
和
四
十
四
年
度
玉
川
村
の
一
般
会
計
予
算
並
び
に
国
民
健
康
保
険
時
別
会
計
予

算
は
去
る
三
月
十
五
日
り
第
一
回
定
例
村
読
会
に
於
て
慎
重
審
議
の
結
果
次
表
の
と

お
り
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
総
額
に
於
て
、
前
年
対
比
二
千
四
十
九
万
円
の
増
、

特
に
歳
入
で
地
方
交
付
税
国
庫
支
出
金
二
千
六
百
六
十
二
万
五
千
円
の
増
、
歳
出
は

教
育
費
（
学
校
統
合
費
）
の
大
巾
な
支
出
と
な
り
ま
し
た
。

土
調
査
の

が
昭
和
四
十
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
こ
と
は
御
承

知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

地
籍
調
査
事
業
と
は
一

筆
の
七
地
に
つ
い
て
、
そ

の
所
有
者
、
地
番
及
び
地

目
の
調
査
並
び
に
境
界
及

び
地
稼
に
関
す
る
測
量
を

行
い
そ
の
結
果
を
地
図
及

ー，般会

国 保 会

計

計

が
の
予

の

高
野

び
簿
冊
に
作
成
す
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。
こ
れ
等
の

土
地
の
記
載
が
現
地
と
合

致
さ
れ
た
発
録
が
正
確
に

行
な
わ
れ
登
記
に
公
信
カ

的
性
能
が
生
じ
ま
す
と
初

め
て
公
示
制
度
の
目
的
が

果
さ
れ
ま
し
て
土
地
の
権

利
の
保
謹
、
土
地
の
利
用

取
引
の
完
全
、
そ
の
他
負

担
の
公
平
化
が
期
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
事
業
は
二
年
継
続
事

業
で
あ
っ
て
初
年
度
は
一

筆
調
査
と
侮
筆
の
測
量
を

行
い
、
次
年
度
に
つ
い
て

は
一
筆
毎
の
面
積
測
定
と

地
籍
図
簿
の
作
成
と
な
り

ま
す
か
ら
御
含
み
お
き
願

い
ま
す
。
尚
四
十
四
年
度

一
筆
調
査
実
施
地
域
の
土

地
所
有
者
は
七
月
ま
で
に

境
界
の
下
刈
り
を
実
施
し

て
下
さ
る
よ
う
特
に
御
願

い
し
ま
す
。

44
年
度
地
籍
調
査
事
業
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予
定
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区

日
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調
査
か
ら
毎
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の
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量
ま
で
の
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下
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島
廻
、
板
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、
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畑
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小
川
原
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上
川

田
、
畑
合
、
岡
谷
地
、
四

斗
蒔
、
神
ノ
前
、
八
斗
蒔

金
堀
、
上
代
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上
境
沢
、

下
境
沢
、
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古
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下
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辺
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、
原
作
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、
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、
古
川
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、
馬
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滝
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、
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口
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及
び
地
籟
図

簿
作
成
地
域

小

高

区

古
川
田
、
南
畷
、
北
畷
、

中
畷
、
稲
荷
畷
、
六
斗
蒔

中
村
前
、
向
久
保
、
丑
久

保
、
西
屋
敷
、
御
城
、
東

耕
地
、
池
ノ
入
、
三
斗
蒔

会
興
志
、
戸
ノ
内
、
掛
金

平
ヶ
谷
地
北
須
釜
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銅
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、
懸
金
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兎
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簡易保険積立金
1,200 万円融資ー—

昭
和
四

昭
和
四
十
年
度
に
国
土

調
査
事
業
を
実
旅
し
た
、

次
の
字
名
に
つ
い
て
は
去

る
三
月
十
日
付
福
島
県
指

令
第
三
五
一
号
に
て
認
証

と
な
っ
た
の
で
同
月
十
一

日
に
福
島
地
ガ
法
筋
局
石

川
出
張
所
（
登
記
所
）
に

送
付
し
た
た
め
同
日
以
後

の
登
記
簿
は
国
土
調
査
に

よ
る
地
積
と
な
り
ま
す
か

四
十
四
年

度
の
ニ
ケ

年
計
画
で

善
上
し
た

玉
川
村
立

玉
川
第
一

小
学
校
校

舎
も
、
そ

の
第
一
期

工
事
が
完

成
い
た
し

ま
し
た
。
総
事
業
費
五
千

三
百
万
円
の
う
ち
一
千
二

ら
登
記
申
請
の
場
合
は
注

意
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

大
字
南
須
釜
の
一
部

中
奥
平
、
堂
ノ
内
、
西

ケ
作
、
高
屋
敷
、
竹
ノ

内
、
松
畑
、
蟹
沢
、
兎

田
、
中
窪
、
作
田
、
荻

ノ
田
、
長
内
、
行
人
塚

大
字
北
須
釜
の
一
部

池
ノ
作
、
小
泉
、
宝
司

一
十
万
円
は
、
皆
さ
ん

が
郵
便
局
と
契
約
さ
れ
て

い
る
簡
易
保
険
積
立
金
の

還
元
融
資
を
受
け
て
お
り

ま
す
。
現
在
ま
で
に
も
村

営
住
宅
中
学
校
増
築
等
融

資
を
受
け
て
い
ま
す
が
、

皆
様
の
日
常
の
郵
使
局
へ

の
協
力
が
新
し
い
村
つ
く

り
に
貢
献
す
る
わ
け
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
今
后
と
も

一
層
の
御
協
力
を
お
願
い

申
上
げ
ま
す
。玉

川

村

川
辺
郵
便
局

頭
、
東
ノ
内
、
総
与
内

中
ノ
内
、
仏
供
田
、
中

屋
敷
、
車
田
、
山
田
、

雀
森
、
宮
田
、
東
間
、

桜
窪
、
竹
ノ
花
、
追
分

ー

一

一
ー
認
証
の
知
ら
せ
に
つ
い
て
|
|

欧
上
、
堅
木
石
、
森
殿

塀
ノ
内
、
来
身
田
、
三

蔵
、
近
舘
石

大
字
吉
の
一
部

神
戸
、
山
ノ
神
、
上
ノ

入
、
池
ノ
上
、
荒
田
、

上
ノ
前
、
杉
内
、
中
下

畑
中
、
宮
作
、
境
田
、

三

月

下

旬

に

の

被

保
険
者
証
の
更
新
事
務
を

行
な
い
ま
し
た
が
、
未
だ

新
ら
し
い
被
保
険
者
証
と

切
り
替
え
て
い
な
い
世
帯

が
大
分
あ
り
ま
す
の
で
、

国
保
被
保
険
者
証
の
更
新

は
お
す
み
で
す
か

宮
ノ
前

計

四

八

字

至
急
役
場
に
て
更
新
さ
れ

ま
す
よ
う
お
顧
い
た
し
ま

す
。
尚
、
旧
被
保
険
者
証

は
、
三
月
三
十
一
日
で
有

効
期
限
が
切
れ
四
月
一
日

か
ら
は
使
用
出
来
な
く
な

っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
申

添
え
ま
す
。
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血
私
は
農
業
に
従
事
し
て
や
っ
て
い
く
の
か
と
考
え
＿
作
目
を
経
営
に
取
り
入
れ
進
歩
し
て
い
に
と
思
い
ま
ま
ず
第
一

-r』
基
盤
整
備
ー
す
。
東
北
新
幹
線
、
縦
貫
血

血

か

ら

二

年

と

云

ぅ

歳

月

が

る

よ

う

に

な

っ

て

き

た

の

て

所

得

の

拡

大

を

図

ら

な

す

。

を

す

る

事

、

そ

れ

に

は

部

道

路

が

出

米

る

に

つ

れ

、

叩

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
吾
が
岩
法
寺
を
考
え
れ
＂
洛
民
全
部
で
協
月
し
あ
っ
郡
山
ー
須
賀
川
等
に
企
業
血

111

過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
お
り
で
す
。

，

ま

す

。

そ

こ

で

吾

が

岩

法

寺

と

ま

す

。

ば

、

立

地

条

件

が

悪

い

事

て

な

り

立

つ

の

で

は

な

い

の

進

出

が

姻

大

し

、

伴

っ

＂

血
民
主
々
義
思
想
の
一
っ
云
ぅ
部
落
を
見
て
も
何
等
弦
で
先
に
あ
げ
た
よ
う
は
部
落
民
だ
れ
も
が
周
姐
か
。
叉
岩
法
寺
に
は
畜
産
て
人
口
が
増
え
る
事
等
が
血

血
に
職
業
の
自
由
と
云
う
の
変
っ
て
い
な
い
、
機
械
は
に
低
い
所
得
、
重
労
働
と
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。
山
な
ど
合
っ
て
い
る
の
で
は
思
考
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
血

m

が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
自
入
っ
て
い
る
事
は
入
っ
て
云
っ
た
事
と
相
侯
っ
て
、
間
地
を
利
用
し
た
高
度
な
な
い
で
し
ょ
う
か
、
山
を
本
村
は
都
市
近
郊
に
な
る
血

血
分
に
あ
っ
た
、
自
分
の
好
い
る
が
、
農
業
経
営
は
少
方
向
を
か
え
る
最
も
よ
い
土
地
利
用
を
し
て
ゆ
か
な
利
用
し
放
牧
を
す
る
事
は
の
は
目
に
見
え
て
居
り
ま
＂

血
き
な
職
業
を
選
べ
る
わ
け
し
も
ら
く
に
は
な
っ
て
い
チ
ャ
ソ
ス
で
は
な
い
で
し
け
れ
ば
、
他
地
区
よ
り
遅
代
々
同
じ
で
あ
る
放
牧
地
す
。

IUI

で
あ
り
ま
す
。
な
い
と
思
い
ま
す
。
農
業
ょ
う
か
。
ま
ず
、
家
族
と
れ
を
出
す
の
は
目
に
見
え
を
只
遊
ば
せ
て
は
駄
目
だ
人
間
の
生
活
水
準
が
あ
血

11

私
達
ぱ
本
当
に
農
業
が
の
進
捗
割
合
を
他
産
業
と
相
談
し
て
若
い
者
の
意
見
て
お
り
ま
す
。
失
敗
を
気
と
思
う
。
そ
の
土
地
に
は
が
る
に
つ
れ
て
花
が
多
く

叩i

好
き
で
農
業
を
選
ん
だ
の
く
ら
べ
て
見
る
に
相
当
な
を
充
分
取
り
入
れ
て
、
今
に
し
て
い
て
は
、
何
事
も
栗
、
く
る
み
、
銀
な
ん
と
云
売
れ
る
の
は
工
場
、
会
社
叩

血
だ
ろ
う
か
°
皆
さ
ん
こ
ん
格
差
の
あ
る
事
が
立
証
さ
迄
よ
り
計
画
性
の
あ
る
農
出
来
な
い
に
き
ま
っ
て
い
っ
た
労
力
り
か
A

ら
な
い
で
働
い
て
い
て
自
然
の
物
血

血
な
事
を
考
え
た
事
が
あ
る
．
~
果
樹
組
み
合
せ
を
す
る
事
に
ふ
れ
る
機
会
が
少
な
い
血

一
[
[
[
／
[
[
[
[
〗

□
新
し
い
農
業
へ
の
願
い

“
:
5
-

—
-□`
〗
/
[
[
／

□
[
[
三

で
、
小
面
積
で
四
季
を
通
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
血

佐

久

間

倉

吉

叩
口
を
云
わ
れ
て
い
る
農
業

叩
へ
自
分
か
ら
飛
び
込
ん
で
れ
て
お
力
ま
す
。
も
っ
と
業
を
営
ん
で
い
く
な
ら
ば
＿
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
じ
て
や
っ
て
ゆ
け
る
温
室
東
北
に
は
花
舟
栽
培
を
し
血

血

厚

い

か

べ

を

破

っ

て

進

も

高

度

な

土

地

利

用

を

計

っ

嫁

不

足

、

封

建

制

と

い

っ

か

。

栽

培

も

あ

り

ま

す

。

つ

く

て

居

る

と

こ

ろ

は

少

な

い

111

う
と
す
る
者
が
若
い
農
業
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
、
他
産
た
事
の
問
題
点
が
解
梢
す
た
と
え
ば
川
D
水
の
流
る
事
は
つ
く
几
る
り
で
す
．
の
で
、
良
い
の
で
は
な
い

血
者
の
中
に
は
た
し
て
ど
の
業
に
お
く
れ
を
取
る
だ
ろ
る
と
思
い
ま
す
。
れ
に
し
て
も
、
海
に
早
く
が
、
販
売
に
困
っ
て
い
た
か
と
思
え
ま
す
。
私
が
親
血

血
位
い
る
で
し
よ
う
か
、
そ
う
と
思
い
ま
す
。
米
価
が
不
安
に
な
っ
て
行
く
に
は
岩
に
当
ら
な
け
訳
で
す
が
、
疑
問
点
で
あ
に
な
っ
た
時
は
き
っ
と
息
血

血
う
云
う
私
も
例
外
で
は
あ
米
価
値
上
げ
と
さ
わ
が
私
は
よ
い
の
だ
と
思
う
、
れ
ば
な
ら
な
い
。
技
術
が
っ
た
販
売
も
見
透
し
が
明
子
に
嫌
が
ら
れ
な
い
よ
う
血

血
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
れ
て
米
価
が
不
安
に
な
っ
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
な
い
と
思
っ
て
い
て
は
何
る
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
な
農
業
経
営
を
確
立
し
た
血

血

そ

ん

な

私

が

4
H
ク
ラ
て
来
た
。
農
業
の
曲
り
角
カ
ベ
が
な
い
限
り
昔
と
何
―
事
も
出
来
な
い
と
思
い
ま
現
今
で
す
。
そ
れ
は
数
年
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
血

血
ブ
や
青
年
団
と
い
っ
た
、
と
さ
わ
が
れ
て
き
た
大
き
等
変
り
な
い
農
業
経
営
を
す
。
ま
ず
、
最
初
に
収
り
後
に
は
東
北
縦
貫
道
路
又
そ
れ
に
こ
れ
か
ら
の
農
血

血
サ
ー
ク
ル
活
動
に
よ
っ
て
な
曲
り
角
が
、
米
価
に
出
困
っ
た
困
っ
た
と
、
只
惰
組
む
事
が
最
悲
大
き
い
技
東
北
新
幹
線
が
出
来
る
に
業
、
新
し
い
農
業
を
経
営
血

血
私
は
変
っ
た
の
で
す
。
若
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
性
で
や
っ
て
ゆ
く
に
ち
が
術
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
し
た
が
っ
て
、
東
京
方
面
し
て
行
く
上
に
系
数
的
或
血

叩
者
同
志
が
集
会
な
ど
に
行
ょ
う
か
。
ま
ず
、
妓
で
考
い
な
い
。
こ
の
時
期
が
早
大
き
い
技
術
を
持
っ
て
ま
は
も
と
よ
り
、
他
県
へ
の
る
い
は
先
を
読
ん
だ
農
業
血

＂
く
こ
と
に
よ
っ
て
俺
達
が
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
け
れ
ば
早
い
程
農
業
は
現
ず
計
画
を
立
て
る
事
が
大
輸
送
の
短
縮
と
云
っ
た
利
を
営
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

11

血
や
ら
な
け
れ
ば
、
だ
れ
が
は
、
水
稲
に
か
わ
る
他
の
在
よ
り
何
等
か
の
形
で
、
切
で
あ
る
。
点
が
産
み
出
さ
れ
る
の
で
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
血

i-n_
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四
国
の
旅

溝

悶
事
故
に
あ

J

ー、主一4-―-旦-＿＝-―――
_-M

――=―目＿―――置一●―』"

ロ

>>

C[

こ
の
よ
う
な
自
動
卓
事

故
は
被
害
者
に
と
っ
て
も

加
害
者
に
と
っ
て
も
大
き

な
問
題
を
背
負
う
こ
と
に

な
り
、
両
者
に
と
っ
て
こ

れ
程
悲
惨
な
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
お
互
に
注

意
を
し
て
事
故
を
な
く
し

た
い
も
の
で
す
。

万
一
事
故
に
あ
っ
た
と

き
は
、
ま
ず
医
者
の
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
先
決
で

す
が
、
次
の
こ
と
を
怠
る

と
、
あ
と
で
困
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

1
相
手
を
確
か
め
る
こ
と

け
が
の
治
療
に
つ
い
て

は
、
加
害
者
が
治
療
費
を

全
額
支
払
う
り
が
た
て
ま

い
で
す
か
、
事
情
が
あ
っ

て
加
害
名
が
支
払
に
困
る

よ
う
な
と
き
は
国
保
を
使

っ
て
診
療
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
と
き
に
は
「
第
三
者
心

行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を

必
ら
ず
国
保
係
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
だ
け
は
必
ら
ず

実
行
し
ま
し
よ
う

（
免
許
証
、
車
検
証
で

加
害
者
の
名
前
、
車
り

番
号
、
色
、
型
、
名
称

持
主
、
会
社
名
な
ど
）

2
必
ら
ず
警
察
に
届
け
る

こ
と
。

3
目
撃
者
を
さ
が
す
こ
と

4
役
場
の
国
民
健
康
保
険

係
に
届
け
る
こ
と
。

1/ 1/ 南岩ク
須法
釜寺

/,, 'l 

ク小ク

•1 
4

四
＂

女 女女

ク川部

辺落

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

―
―
―
月
分
の
出
生
届
附
か
ら
）
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栖

泉

良

冨

関

艮

叫

方

｀
ォ

ー

＇ ＇ ＇ 

〗
旅
の
夜
の
春
の
暖
炉
に
更
く
る
な
り

む

ろ

一

出

荷

終

ふ

温

室

に

ま

ぎ

れ

し

蝶

の

あ

り

皿

ら

ほ

[

日

の

満

ち

て

崩

ゆ

る

蓬

や

熔

岩

の

道

皿

〗
春
洩
し
旅
の
朝
湯
の
凡
夫
婦

＇ 

一

園

の

芝

み

づ

の

り

そ

め

し

軽

く

ふ

む

11

い
し
こ
う

〗
石
エ
の
黙
々
と
し
て
彼
岸
雪
〗

111

春

待

ち

て

農

機

手

入

や

土

問

広

し

皿

芦

の

芽

や

疾

風

の

み

だ

す

池

濁

り

皿
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こ
の
場
合
は
国
株
が
医

療
費
を
一
時
立
て
替
え
る

わ
け
で
こ
の
費
用
は
あ
と

で
加
害
者
ま
た
は
被
害
者

（
示
談
だ
成
立
し
て
医
療

費
が
支
払
わ
れ
て
い
る
場

一
、
確
定
申
告
を
し
た

あ
と
で
、
所
得
や
税
額
の

計
算
を
ま
ち
が
え
税
金
を

確
定
申
告
が

ま
ち
が
つ
て
い
た
と
き
は

柄

す
。
修
正
申
告
は
税
務
署

か
ら
更
正
の
通
知
が
あ
る

ま
で
は
い
つ
で
も
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
な
る

べ
く
早
く
申
告
し
た
方
が

有
利
で
す
。

二
、
反
対
に
ま
ち
が
え

て
税
金
を
納
め
過
ぎ
て
い

こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
一

（
三
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）

l
 

合
は
被
害
者
）
か
ら
返
し
剖

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
l
J
l

す
の
で
、
も
し
事
故
が
あ
蒜

っ
た
と
き
は
国
保
係
に
連

4

絡

し

て

く

だ

さ

い

。

ク

少
な
く
納
め
て
い
た
よ
う

な
場
合
は
、

修
正
申
告
で

訂
正
す
る
こ
と
が
C
き
ま

大大大吉矢須添吉矢田

野 田吹釜
出

野越 田田吹子生
みい力ま 児

ど
和
みッり 貴光賢倅氏

‘ 名
り切 夫子子子子子治 美

世
帯
主
名
続

又

四

郎

孫

キ

ミ

ヨ

ク

寿

光

長

和

幸

二

義

男

長

明

孫

常

吉

ク

力

夫

ク

情
三
郎

寅

治

戦
傷
病
者
特
別
援
護
法

に
も
と
づ
く
戦
傷
病
者
相

談
員
制
度
が
昭
和
四
十
年

十
月
一
日
よ
り
設
置
さ
れ

そ
の
相
談
員
と
し
て
奥
野

ク

ヽ
‘
ヽ
ヽ
‘
し
ヽ
~
‘
‘
‘
\
‘
A
、
~
~
ゞ
』
｀
し
b
 
t
 

●

林

晴

一

[

ゥ

さ
え
て
い
る

入

野

美

恵

子

作
り
添

田

昇

土．
噌

子

幸

子

な
で
支
え
ょ

0

ヽ
｀
｀
・‘
~
ヽ
ヽ
‘
‘
‘
、
S
‘
、
ヽ
‘
ヽ
‘

義
章
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
相

談
業
務
に
応
じ
て
お
り
ま

し
た
と
こ
ろ
、
去
る
十
月

一
日
任
期
満
了
に
伴
な
い

再
び
石
川
管
内
の
相
談
員

奥
野
さ
ん
が
再
び

戦
傷
病
者
相
談
員
に

ク竜ク 、ク

崎

鈴小佐溝添関関曲大~, 
和
死

木林藤井田根根山 亡
田者

祐忠竹永重塁

イー璽豊次治松治蔵

キ政儀

吉要庄ク主誠要義重世

畠 冒
典門平 治光正名

祖ク父鉄祐ク
弥一
のの
父父母

高生辺落

ク
続

柄

父ク

た
よ
う
な
場
合
に
は
、
申

告
期
限
か
ら
ニ
ヶ
月
以
内

に
「
更
正
の
請
求
」
を
し

て
正
し
い
税
額
に
な
お
し

納
め
過
ぎ
の
税
金
を
還
付

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

と
し
て
委
嘱
さ
れ
向
後
三

年
間
業
務
に
携
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
戦
傷
病
に

起
因
す
る
も
の
で
未
だ
に
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―
-
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―
•
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保
健
婦
補
助
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会

諮
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.
-
0
｛
一
写
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一
回
定
例

村
議
会

―
―
―
・
一
一
選
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事
務
実
態
調

査
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農
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会

詈
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会
協
誂
会

ク

区

長

会
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―
-
・
―
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写
消
防
幹
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会

詈
一
一
〈
経
済
土
木
委
員
会

―
―
-
・
―
―
―
〈
!
―
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七
納
税
組
合
長

会

―
―
―
・
天
文
教
厚
生
委
員
会

―
―
―
.
-
―
―
―
選
挙
管
理
委
員
会

教
育
委
員
会

公

民

館

―
―
―
・
ニ
公
民
館
結
婚
式

―
―
―
・
一
写
村
内
中
学
校
卒
業

式泉
中
家
庭
教
育
学

級
閉
諧
式

県
外
派
遣
生
実
践

―――・――六
――-・――七

授
護
法
に
該
当
し
な
い
様

な
方
で
も
年
と
と
も
に
法

律
の
改
正
r

応
仔
な
い
戦
傷

病
者
と
し
て
該
当
す
る
者

も
あ
る
か
も
わ
か
り
ま
せ

ん
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
相

談
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

担
当
地
区
名
石
川
管

内
相
談
員
住
所
氏
名

石
川
郡
玉
川
村
大
字
岩

法
寺
字
方
丈
一

0
四

奥

野

義

章

先
月
の
日
誌
よ
り

――-・―――― 

=:: 
...:.. ． 
写: 

報
告
会

村
内
小
学
校
卒
業

式須
釜
巾
家
庭
教
育

学
級
閉
訛
式

教
育
委
員
会

体
育
指
導
員
研
修

会青
年
学
級
閉
諧
式

四
月
は
、
生
物

は
冬
眠
か
ら
め
ざ

め
、
人
々
は
入
学

就
職
、
諸
官
庁
は

人
事
の
異
動
と
、

人
も
自
然
も
あ
わ

た
だ
し
さ
の
中
に

も
希
望
に
あ
ふ
れ
た
月
で

あ
り
ま
す
。
反
面
人
々
は

花
や
ダ
ソ
ゴ
に
さ
そ
わ
れ

心
う
き
う
き
と
う
か
れ
る

季
節
で
も
あ
り
、
交
通
事

故
、
火
災
、
空
巣
等
の
災

害
に
あ
う
事
が
多
い
の
で

充
分
注
意
い
た
し
ま
し
ょ

ぅ゚

月




